
 

 令和３年度                  ２月１日号 

   共  育 

学校と家庭，地域が共に健全な児童の育成を目指しましょう。 

それが共育のこころです。               志雄小学校 

 

                          校 長  坂 井 雪 絵 

 今年度も，残すところあと２ヶ月足らずとなり，子供達は，学年のまとめに落ち着いて取り組んで

います。そんな成長した子供達の姿を見ていただきたいと，学校では，２月４日（金）の授業参観・

学校説明会，１８日の６年生を送る会の参観に向け，感染対策の工夫について話し合い，準備を行っ

ていました。しかし，皆様もご存じのように，全国的に急激な感染拡大が起こりました。県内の学校

でも複数のクラスターが発生する事態となり，保護者の皆様の参観については，中止の判断をせざる

を得ない状況となりました。 

 昨日話し合ったことも，今日変更しなければならない・・・そんな状況が続きますが，私たち教職

員にできることは，どんな状況下でも子供達の学びを保障し健やかな成長につなげることだと思いま

す。そのためにも，ICT の活用について教職員一丸となって研修を行ってきました。 

 一刻も早い終息を願いながら，子供達と共に，できることを精一杯頑張っていきたいと思います。

保護者の皆様のご理解，ご協力をお願いいたします。 

 

             縄跳び がんばりました 

  

 例年，冬期の運動として全校で縄跳びの練習を行っています。今年度も，体育の授業や休み時間に

個人技や，グループでの８の字跳びに取り組みました。冬休みに練習を頑張った子供達も多いと思い

ます。その成果を発揮し，競い合う場として「縄跳び集会」を企画していましたが，感染拡大を受け

全校で集まって一緒に縄跳びを行うことが難しくなってしまいました。 

 しかし，何とか子供達に達成感を味わわせたいと，体育の時間を使って学年ごとの記録と動画をと

り，記録をもとに「赤組・白組の結果」を掲示し，各学年の動画を流しています。児童玄関のモニタ

ーに映し出された高学年の個人技を見て１年生が「すごい！」と驚いている姿や，高学年が低学年の

頑張っている様子を笑顔で眺める姿がありました。 

 みんなで集まることができるのが１番ですが，それが難しい現在，動画やオンライン等，様々な手

立てを使って，子供達の学びにつなげたいと思います。 

モニターの横に記録と賞状を掲示 

 

詳しい記録は裏面（指導部から）をご覧

ください。 児童玄関のモニター 



 

指導部 

 今年のなわとび集会は，全校で集まることはせずに学年ごとに実施して記録をまとめました。他の学

年が見ていなくても，緊張感を感じながら自分の種目に取り組むことができました。たてわり班の８の

字とびも限られた練習時間の中で，高学年が低学年を教えながら記録を伸ばしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✩わたしは，前とびのあやとびを十回とべるようになりたいです。そのために，まず，うでをばってん

にしてとぶ練習をします。次に，前とびとばってんを交代にとびます。そして，つなげてやれるよう

に練習したいです。 

✩ぼくは，両足とびを二百回できるようになりたいです。そのために，まず，前を向きます。次にわき

をしめます。そして，足を上げてとびます。 

めあてをもってがんばることができました。これからもたくさん練習してなわとび名人を目指そう！！ 

 赤 組 白 組 

学 年 
生き残り 

（人数×３点） 
８の字 

生き残り 

（人数×３点） 
８の字 

１年（前とび２０秒） ６０ １２５ ４２ ８９ 

２年（後とび２０秒） ３９ ２３０ ２１ １７９ 

３年（あやとび２０秒） １８ ２７０ ２４ ２３０ 

４年（交差とび２０秒） ３９ ２９３ ２１ ３０１ 

５年（二重とび２０秒） ２４ ３１９ ９ ２９３ 

６年（二重とび３０秒） ４２ ２９０ ３０ ３２０ 

縦割り ８の字（３分間） ８の字（３分間） 

１ 班 １７８ １５０ 

２ 班 １４９ ２０３ 

３ 班 １５１ １７０ 

４ 班 １５０ １３２ 

５ 班 １１４ １７５ 

合 計 ２４９１ ２３８９ 


